




















　　The promotion of the energy saving is needed in the context of climate change problem and 
energy resource problem. Hachinohe Institute of Technology makes an effort to save energy aiming 
at the next matters. At first, reduce electricity purchasing from Tohoku Electric Power Co., Inc. 
more than 15% than the contract electricity. Second, Reduce daily electricity consumption more than 
15% for daily maximum electricity consumption of the same period last year.
　　In this report, the electricity usage in Hachinohe after Tohoku Region Pacific Coast Earthquake 
is reported.
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　図 1 に平成 23 年度の本学の日電気使用量の推移を示
す。また電気使用量の大きさの比較のため図 1 には平成
22 年度の日電気使用量、平成 22 年度の最大日電気使用
量、節電行動計画に関係する最大日電気使用量の 15%
削減値も示している。なお、横軸は平成 23 年度の日付で、






図 2　平成 23 年度における月平均日負荷曲線
図 1　平成 23 年度および平成 22 年度の日電気使用量の推移


















　図 4 に平成 23 年 6 月 1 日～ 9 月 30 日の各日における
電力使用制限期間の 1 時間（9 時から 20 時）の最大電
力の推移を示す。図 4 より、節電計画の目標①に関し
ては、平成 22 年度の契約電力 320[kW] に対し、平均約
36% の削減となったものの、8 月 7 日（日）、9 月 11 日（日）、









　図 6 に平成 23 年 12 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日の各
日における 9 時から 20 時までの 1 時間の最大電力の推
移を示す。図 6 より、節電計画の目標①に関しては、平
成 22 年度の契約電力 320[kW] に対し、平均約 26% の削
減となったものの、平日では 12 月 7 日（水）、14 日（水）、
27 日（火）、1 月 16 日（月）、2 月 16 日（木）、23 日（木）、
















　図 8 に平成 24 年度の本学の日電気使用量の推移を示
す。また、電気使用量の大きさの比較のため、図 8 には
平成 23 年度の日電気使用量、平成 23 年度の最大日電気
使用量、節電行動計画に関係する最大日電気使用量の
15% 削減値も示している。なお、横軸は平成 24 年度の
日付で、平成 23 年度は曜日の一致のため日付を 2 日ず
らしている。平成 24 年度の電力使用の傾向は次の通り
である。








　図 9 に平成 24 年 6 月 1 日～ 9 月 30 日の各日における
1 時間（9 時から 20 時）の最大電力の推移を示す。図 9
より、節電計画の目標①に関しては、平成 24 年度の契







　図 11 に平成 24 年 12 月 1 日～平成 24 年 12 月 31 日の
各日における 9 時から 20 時までの 1 時間の最大電力の
推移を示す。図 11 より、節電計画の目標①に関しては、







　本報告では、平成 23 年度および平成 24 年度の大学の
図 7　最大使用電力の比較












標未達成 2 日 /122 日）、目標②について平均約 32% の
削減（目標未達成 4 日 /122 日）となり、目標をほぼ達
成できている。一方、数値目標を伴わない節電要請がな
された冬季に関しては、目標①について平均約 26% の
削減（目標未達成 8 日 /121 日）、目標②について平均約
0.8% の削減（目標未達成 37 日 /121 日）となり、達成
が厳しい結果となった。また、平成 24 年度（12 月末まで）
図 9　1 時間最大デマンド電力（9 ～ 20 時）






①について平均約 55% の削減（目標未達成 0 日 /122 日）
と良好であったが、目標②については平均約 11% の増
加（目標未達成 112 日 /122 日）となり、ほぼ達成でき
ていなかった。また、冬季（12 月末まで）に関しては、
目標①について平均約 39% 削減（目標未達成 0 日 /31 日）
と良好であったが、目標②については平均約 10% 増加
（目標未達成 29 日 /31 日）となり、こちらもほぼ達成で
きていなかった。平成 24 年度も平成 22 年度に比べると





















図 11　1 時間最大デマンド電力（9 ～ 20 時）
図 12　最大使用電力の比較
